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投票率を上げるには、
どうすればいい？

ツイッターを
利用する！

若者に人気の
タピオカドリンク
を配る！

幼稚園、小学校の頃から
模擬投票などで「選挙」と
いうものを知ってもらう！

選挙公報のようなものを
学校などに掲示する！

それぞれの議員が何を

したいのか、何をしてきたのかを

明らかにする！

議員が自分たちの年齢を

踏まえ、時代の流れや

今のニーズを意識する

投票所のイメージが暗い。

初めての投票となると、

なおさら緊張して入りづらい

議員が何をしているのか、

市民が家にいても分かるように、

定期的に広報車で走る！

選挙のことを

やさしく描い

た絵本を作る！

子供が親の投票に簡単に
ついて行けるようにして、
選挙を「あたりまえ」にする！

議会に興味を持って
もらうには、どうすれば
いい？

■みんなの意見■みんなの意見
1年　脇谷涼子さんが描いてくれた
校内掲示用ポスター
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「参政権あるのに議会のこと
何も知らねえじゃん」

高校生との
意見交換会

５月24日、県立丸亀高校生徒会を中心とした有志14名に
お招きいただき、議員が学校へとお邪魔しました。

　18歳になり（または間もなく18歳を迎えるにあたり）、メディアを通じては目にする政治や選挙、議員のこと
を「さてどれだけ自分たちは知っているのだろう」と考えた生徒さんたち。まずは一番近くにいる市議会議員の
話を聞こうと声をかけていただきました。
　はじめはゲーム感覚の「指名制自己紹介」。
　自己紹介を終えた人に指名されると、すぐさま続かなければいけません。普段喋り慣れている議員たちに引け
をとらない勢いで、ここに来た理由やニックネームなど思い思いの自己紹介が繰り広げられました。
　その後は「家族で政治の話をすることはある？」「議員を続ける上で大切なことは？」など、それぞれの立場で
聞いてみたいこと、伝えたいことを話し合い、議員にとっても刺激のある有意義な時間を過ごさせていただきま
した。
　今どきの丸高生は、自分と家族と日本の将来をしっかりと見据えた、キラキラした高校生たちでした。

内容は

2019.8 ❸ No.77

意
見
交
換
会



2019.8 ❹ No.77

６
月
定
例
会・議
案
の
内
容

●
３
日
（
初
日
）

・
議
案
の
提
案
理
由
説
明

　（
議
案
第
38
号
〜
47
号
）

・
公
平
委
員
会
委
員
選
任
の
同
意

・
監
査
委
員（
議
員
選
出
）選
任
の
同
意

●
５
日

・
議
案
質
疑

・
議
案
の
委
員
会
付
託

●
６
〜
７
日

・
委
員
会
審
査

　（
詳
細
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
）

●
13
日
〜
14
日
、
17
日
〜
18
日

・
一
般
質
問

●
21
日
（
最
終
日
）

・
表
彰
状
伝
達

・
委
員
長
報
告

・
議
案
の
討
論
・
採
決

・
意
見
書
案
第
１
号

・
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
　

・
議
員
派
遣
第
２
号

▼
議
案
第
38
号　

一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
２

０
１
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
５
０
６
億
９
２
０
１

万
８
０
０
０
円
と
す
る
。

　

主
な
内
容
は
、
離
島
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
に
お
け
る
建
設
工

事
関
連
委
託
料
１
１
３
７
万
４
０

０
０
円
及
び
工
事
費

１
億
８
８
６
２
万
６

０
０
０
円
を
措
置

し
、
当
初
補
助
金
と

し
て
交
付
予
定
で
あ

っ
た
１
億
円
を
減
額

す
る
ほ
か
、
新
た
な

防
災
重
点
た
め
池
の

基
準
見
直
し
に
伴
う

浸
水
想
定
区
域
図
の

作
成
業
務
委
託
料
２

８
４
０
万
円
の
計
上

な
ど
。

▼
議
案
第
39
号　

介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

国
の
低
所
得
者
へ
の
介
護
保
険

料
軽
減
強
化
に
伴
い
、
介
護
保
険

料
収
入
を
４
９
３
１
万
８
０
０
０

円
減
額
す
る
と
と
も
に
、
同
額
を

一
般
会
計
繰
入
金
で
措
置
す
る
。

▼
議
案
第
40
号　

行
政
不
服
審
査

法
施
行
条
例
の一
部
改
正
に
つ
い
て

　

工
業
標
準
化
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
41
号　

市
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
市
民
税
の
非
課
税
措
置

の
拡
充
な
ど
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
42
号　

災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
償

還
方
法
の
追
加
な
ど
所
要
の
改
正

を
行
う
。

▼
議
案
第
43
号　

介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
低
所
得
者
に
対
す
る
介

護
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
拡
大
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

▼
議
案
第
44
号　

火
災
予
防
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び

維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
住
宅
用
防
災
警
報

機
器
を
つ
け
な
い
こ
と
が
で
き
る

場
合
を
追
加
し
、
所
要
の
改
正
を

行
う
。

▼
議
案
第
45
号　

委
託
協
定
の
締

結（
城
北
ポ
ン
プ
場
長
寿
命
化
工

事
）

　

城
北
ポ
ン
プ
場
長
寿
命
化
工
事

の
実
施
に
あ
た
り
、
日
本
下
水
道

事
業
団
を
相
手
方
と
し
て
仮
協
定

を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
。

▼
議
案
第
46
号　

総
合
整
備
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
（
香
川
県
丸
亀

市
本
島
町
辺
地
）

　

本
島
町
辺
地
の
整
備
に
関
す
る

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
47
号　

総
合
整
備
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
（
香
川
県
丸
亀

市
広
島
町
辺
地
）

　

広
島
町
辺
地
の
整
備
に
関
す
る

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
48
号　

公
平
委
員
会
委

員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

公
平
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
現
委
員
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
49
号　

監
査
委
員
（
議

員
選
出
）
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

議
員
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任

に
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

▼
意
見
書
案
第
1
号

▼
議
員
派
遣
第
2
号

６
月
３
日
〜
21
日（
20
日
間
）

6月定例会の議案等はすべて全会一致で
原案を可決しました。

６
月
定
例
会

議案の内容
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質
疑・請
願・意
見
書

　

加
齢
性
難
聴
は
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困

難
に
す
る
な
ど
生
活
の
質
を
落
と
す
大
き
な
原
因
に
な
る
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
鬱
や
認
知
症
の
危
険
因
子
に
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
加
齢
性
難
聴
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
り
、
会
話
す
る
こ

と
で
脳
に
入
っ
て
く
る
情
報
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
脳
の
機
能
低
下
を
招

き
、
鬱
や
認
知
症
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
の
難
聴
者
率
は
、
欧
米
諸
国
と
大
差
は
な
い
が
、
補
聴
器
使
用
率

は
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
低
く
、
国
内
で
の
補
聴
器
の
普
及
が
求
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
補
聴
器
の
価
格
は
片
耳
当
た
り
概
ね
３
万
円
〜
20
万
円
で
あ

り
、
保
険
適
用
で
は
な
い
た
め
全
額
自
費
と
な
る
。
身
体
障
害
者
福
祉
法

第
４
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
で
あ
る
高
度
・
重
度
難
聴
の
場
合
は
、

補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
り
１
割
負
担
、
中
等
度
以
下
の
場
合
は
購
入
後

に
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
対
象
者
は
限
ら
れ
て
お

り
、
約
９
割
は
自
費
で
購
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
低
所
得
の
高
齢

者
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　

欧
米
で
は
、
補
聴
器
購
入
に
対
し
公
的
補
助
制
度
が
あ
り
、
国
内
で
も
、

一
部
の
自
治
体
で
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

補
聴
器
の
更
な
る
普
及
で
高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず
、

心
身
と
も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
認
知
症
の
予
防
、
ひ
い
て
は

健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す

る
公
的
補
助
制
度
を
創
設
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
元
年
６
月
21
日

丸
亀
市
議
会

　

内
閣
総
理
大
臣　

安
倍　

晋
三　

殿

　

財
務
大
臣　
　
　

麻
生　

太
郎　

殿

　

厚
生
労
働
大
臣　

根
本　
　

匠　

殿

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

６
月
定
例
会
に
て
可
決
さ
れ
た
左
記
の
意
見
書
に
つい
て
、関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
に
て
可
決
さ
れ
た
左
記
の
意
見
書
に
つい
て
、関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
第
２
号
　
国
に
対
し
「
加
齢
性

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公

的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

年
金
者
組
合
丸
亀
支
部

　
　
　
　
　
　

支
部
長　

高
木
国
廣

●
請
願
の
趣
旨

　
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

伴
う
負
担
が
大
き
い
現
状
を
踏
ま

え
、
公
的
補
助
制
度
創
設
を
国
に
求

め
る
。 請

願
審
査
結
果

質

疑

質

疑

　
　
　

加
齢
性
難
聴
は
生
活
の
質
を

落
と
す
大
き
な
原
因
と
な
る
が
、
そ

れ
を
補
う
補
聴
器
の
購
入
は
高
齢
者

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
る
た

め
、
国
に
よ
る
公
的
補
助
制
度
創
設

を
求
め
る
請
願
に
賛
成
す
る
。

　

請
願
結
果　

採
択

《
賛
成
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

　

６
月
５
日
、
議
案
第
38
号
「
令
和

元
年
度
丸
亀
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）」
に
つ
い
て
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　
中
谷
真
裕
美

①
備
讃
諸
島
日
本
遺
産
推
進
事
業
費

に
つ
い
て
②
離
島
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
費
に
つ
い
て
③
農
村
地
域
防

災
減
災
事
業
費
に
つ
い
て

　
中
谷
議
員　

①
日
本
遺
産
の
多
く

は
教
育
委
員
会
文
化
財
課
ま
た
は
企

画
政
策
課
が
担
当
し
て
い
る
。
本
市

は
市
民
活
動
推
進
課
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
ど
の
よ
う
な
意
図
か
。
②
今
回

作
成
予
定
の
浸
水
想
定
区
域
図
を
も

と
に
し
た
防
災
重
点
た
め
池
の
再
選

定
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
市
民
の
命

や
財
産
を
守
る
た
め
池
防
災
対
策
に

つ
な
が
る
の
か
。

　
生
活
環
境
部
長
　
今
回
の
取
り
組

み
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
島
と

島
を
結
ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
が
基
本
と
な

り
、
島
民
の
生
活
は
も
と
よ
り
、
今

後
の
島
の
発
展
に
大
き
く
影
響
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は

離
島
振
興
を
統
括
的
に
所
管
す
る
市

民
活
動
推
進
課
が
担
当
部
局
と
な

り
、
文
化
財
や
産
業
観
光
部
局
と
も

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

ＱＡ

　
産
業
文
化
部
長
　
新
た
な
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
迅
速
な
避
難
行
動
に
つ

な
げ
る
こ
と
、
ま
た
国
の
重
点
的
な

予
算
配
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
た
め
池
施
設
の
補
強
対
策
の
前

倒
し
が
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

意
見
書

意
見
書

討
論

Ａ理
由
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一　

般　

質　

問

13
人
の
議
員
が
市
の
考
え
を
問
う

①
公
文
書
館
の
設
置
等
②
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
③
学
校
給
食

だ
よ
り
・
献
立
表
へ
の
広
告
掲
載
④

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
導
入
⑤

認
知
症
施
策
の
充
実
⑥
高
齢
者
の
電

車
・
バ
ス
運
賃
半
額
制
度
の
導
入

所
の
水
洗
化
③
日
本
遺
産
認
定
後
の

本
島
・
広
島
を
始
め
と
す
る
島
し
ょ

部
の
活
性
化
（
振
興
・
整
備
）

福
部　

正
人

①
道
路
整
備
②
職
員
定
員
管
理
計

画
横
田　

隼
人

香
川　
　

勝

①
丸
亀
市
の
保
育
行
政
②
学
校
図

書
館
③
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

①
待
機
児
童
解
消
②
滞
納
処
理
な

ど
③
交
通
事
故
・
事
件
防
止

横
川　

重
行

川
田　

匡
文

①
「
ゾ
ー
ン
30
」
を
取
り
入
れ
歩

行
者
、
自
転
車
の
安
全
通
行
確
保

②
防
災
対
策

真
鍋　

順
穗

①
農
業
用
た
め
池
の
管
理
保
全
法

成
立
後
の
た
め
池
安
全
管
理
の
強

化
策
②
飯
野
山
登
山
口
の
公
衆
便

国
方　

功
夫

①
お
城
の
復
旧
復
興
問
題
②
低
入

札
価
格
の
対
策
と
今
後
の
在
り
方

③
子
供
に
や
さ
し
い
丸
亀
を
目
指

し
て
〜
第
３
子
・
４
子
以
降
の
手

厚
い
政
策
は
で
き
な
い
か
〜

小
橋　

清
信

太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

質
問
者
・
項
目

①
住
み
よ
い
丸
亀
市
の
若
者
支
援
②

自
治
会
加
入
率
向
上
に
向
け
た
対
策

③
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
活
力
④
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度

大
西　
　

浩

①
社
会
教
育
行
政
の
あ
り
方
と
機
構

改
革
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
運
営
管
理

①
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
②

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策

定
を
最
大
限
に
い
か
す
た
め
に

中
谷
真
裕
美

①
18
歳
選
挙
に
伴
う
学
生
向
け
の

啓
発
②
香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
③
丸
亀

城
石
垣
修
復
・
復
興
の
工
事
現
場

の
見
学
④
石
垣
の
石
の
有
効
活
用

⑤
バ
ッ
ジ
型
基
金
の
取
り
扱
い

神
田　

泰
孝

竹
田　

英
司

①
児
童
虐
待
対
策
②
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育

一般質問

①
快
天
山
古
墳
の
整
備
②
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
事
業
③
畦
田
キ
ャ
ン
プ
場
の
駐

車
場
確
保

加
藤　

正
員

【連絡先】
丸亀市議会事務局
TEL 24-8828
丸亀市大手町2-3-1

メールアドレス
gikai@city.marugame.lg.jp

議
会
に
関
す
る
意
見･

感
想
を
募
集
し
ま
す
。

　本市議会では、定例会が３月、６月、９月、
12月の年４回開催され、本会議は通常午前10時
に開会します。
　会議の当日、どなたでも傍聴できます。

議会を見に来ませんか次回の定例会は
９月上旬に開会
予定です。
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一
　
般
　
質
　
問

横田隼人議員

Ａ
都
市
整
備
部
長　

市
道
丸
亀

駅
福
島
線
は
令
和
４
年
度
、

郡
家
東
西
２
号
線
は
予
定
よ
り
１
年

遅
れ
て
令
和
６
年
度
、
西
土
器
南
北

線
は
３
年
遅
れ
て
令
和
２
年
度
、
原

田
金
倉
線
は
５
年
遅
れ
の
令
和
３
年

度
に
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
交
付
金
配
分
額
の
不
足
部
分

に
つ
い
て
は
、
市
の
財
政
状
況
な
ど

を
考
慮
す
る
と
一
般
財
源
に
よ
る
補

填
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
道
路

改
良
の
緊
急
度
や
優
先
制
を
説
明
の

上
、
事
業
実
施
に
最
低
限
必
要
な
予

算
の
確
保
に
向
け
、
財
政
当
局
と
協

議
し
た
い
。

　

市
道
丸
亀
駅
福
島
線
・
郡
家
東
西
２
号
線
・
西
土
器
南
北
線
・
原
田

金
倉
線
な
ど
、
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、
ま
た
地
域
住
民
の
生
活
の
た

め
の
主
要
な
路
線
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
か
な
か
進
ま
な
い
道
路
工
事
に

つ
い
て
、
今
後
の
見
通
し
は
。　

　

ま
た
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
要
望
額
に
満
た
な
く
て

も
、
市
の
余
剰
金
を
投
入
す
る
な
ど
前
向
き
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　本会議のインターネット中継、
録画配信をスマートフォンやタ
ブレット端末からも見ることが
できます。
　市ホームページ「丸亀市議会」
から「インターネット中継（外部
リンク）」をお開きください。

スマホで議会を
見てみよう！

Q

◆使い方◆
　ご利用の機種によって異なりますが、お
おむね以下のとおりです。
　詳しい使用方法は、ご利用のスマートフ
ォンの取扱説明書などをご確認ください。
１．スマートフォンでQRコードを読み取ります。
　バーコードに対応しているスマートフ
ォン話でバーコードリーダーを起動し、
QRコードを撮影します。
２．URLや情報が表示されます。
　表示されたアドレスをクリックすると、議
員の質問を動画で見ることができます。

今号から各議員の質問欄に、
下記のような画像を表示して
います。

　これはバーコードの一種で〈QRコード〉と呼ばれ、ウェブ
サイトやメールのアドレスを配布する際によく使われます。
　バーコードリーダー対応のスマートフォンなどでこの
QRコードを撮影すると、簡単な操作で質問する議員の
姿を動画でご覧いただくことができます。

QRコードの表示について

郡家東西2号線

市
の
道
路
工
事

完
成
の
見
通
し
は



2019.8 ❽ No.77

一
　
般
　
質
　
問

香川　勝　議員

横川重行議員

Ａ
こ
ど
も
未
来
部
長　

本
市
に

お
け
る
待
機
児
童
の
発
生
要

因
は
主
に
保
育
士
不
足
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
就
職
準
備
金

貸
付
制
度
や
保
育
士
修
学
資
金
貸
付

制
度
の
返
還
免
除
、
人
材
バ
ン
ク
の

開
設
、
ま
た
私
立
園
の
定
員
拡
大
や

人
件
費
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
な

ど
、
保
育
士
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。
ま
た
、
綾
歌
地
区
だ
け
で
な

く
、
公
立
・
私
立
の
役
割
分
担
に
よ

り
、
ゼ
ロ
歳
児
保
育
の
た
め
の
施
設

整
備
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
公
立
保
育
所
で
は
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合
を
除
き
、
０
歳
児
の
受

入
れ
を
見
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

県
内
の
待
機
児
童
数
は
１
８
２
人
、
そ
の
う
ち
本
市
は
１
０
１
人
で

県
内
最
多
と
発
表
さ
れ
た
。
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施

策
を
講
じ
る
の
か
。
持
続
可
能
な
施
策
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
綾
歌
地
区
の
０
歳
児
定
員
は
０
人
。
地
元
で
の
保
育
が
叶
わ
な
い

だ
け
で
な
く
、近
隣
地
域
の
子
ど
も
達
が
第
１
希
望
と
す

る
枠
を
奪
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。綾
歌
地
域
で

も
０
歳
児
保
育
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
改
善
策
を
。

総
務
部
長　

平
成
29
年
度
決

算
に
お
け
る
滞
納
繰
越
累
計

額
は
、
市
税
が
約
９
億
９
９
０
０
万

円
、
税
外
債
権
が
約
２
億
６
１
０
０

万
円
。
不
納
欠
損
額
は
、
市
税
が
約

９
８
０
０
万
円
、
税
外
債
権
が
約
２

８
０
０
円
。
収
納
率
は
着
実
に
向
上

し
て
い
る
。

　

業
務
に
精
通
し
た
退
職
者
の
登
用

は
、
担
当
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

債
権
回
収
の
取
組
み
に
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
職
員
課
な
ど
関
係

各
課
と
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま

た
、
財
務
課
に
お
い
て
も
職
員
に
対

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
研
修
等
を
行

い
、
適
切
な
債
権
管
理
の
必
要
性
を

意
識
づ
け
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

徴
収
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
提

案
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

税
や
税
外
債
権
の
滞
納
繰
越
額
や
不
納
欠
損
状
況
は
。
ま
た
、
債
権

の
回
収
や
滞
納
整
理
に
お
い
て
、
業
務
を
よ
く
知
る
退
職
者
の
活
用
や

収
納
専
門
課
の
設
置
な
ど
新
し
い
試
み
を
。
滞
納
対
策
週

間
や
同
月
間
を
設
け
、
集
中
的
に
訪
問
を
行
う
な
ど
、
こ

れ
ま
で
と
違
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ

待機児童解消のために、持続可能な方策を

Q

納税に困ったときは、まず相談を

Q 債
権
回
収
や
滞
納
整
理
に

新
た
な
試
み
を

債
権
回
収
や
滞
納
整
理
に

新
た
な
試
み
を

綾
歌
地
域
で
の

0
歳
児
保
育
実
現
を
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一
　
般
　
質
　
問

川田匡文議員

国方功夫議員

Ａ
市
長　

市
内
に
は
報
道
に
あ

っ
た
交
差
点
の
み
な
ら
ず
、

交
通
事
故
の
発
生
し
や
す
い
箇
所
が

幾
つ
か
あ
る
。
今
後
と
も
関
係
機
関

と
連
携
の
も
と
で
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
市
民
に
向
け
て

も
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
マ
ナ
ー
の

向
上
に
つ
な
が
る
施
策
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。生活

環
境
部
長　

ゾ
ー
ン
30

の
設
定
に
は
交
通
量
や
周
辺

の
道
路
事
情
な
ど
の
要
件
が
あ
り
、

住
民
協
議
や
道
路
管
理
者
と
の
協

議
、
県
公
安
委
員
会
の
指
定
が
必
要

と
な
る
。
警
察
と
も
協
議
の
上
、
検

討
し
た
い
。

　

本
市
の
あ
る
交
差
点
が
「
魔
の
交
差
点
」
と
し
て
テ
レ
ビ
各
局
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
信
号
機
の
な
い
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
車
も
自
転
車
も
一
旦
停
止
を
し
な
い
。
今
こ
そ
市
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、
指
定
区
域
内
で
の
速
度
規
制
を
行
う
と
と

も
に
、
他
の
安
全
対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

「
ゾ
ー
ン
30
」を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
識
は
。

Ａ

Ａ
市
長　

子
供
た
ち
を
健
全
に

育
成
す
る
た
め
の
支
援
の
充

実
は
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
認
識

し
て
い
る
。
中
で
も
、
多
子
世
帯
に

特
有
の
経
済
的
、
精
神
的
な
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
支
援
の
充
実
は
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

県
は
、
３
人
以
上
の
子
供
を
持
つ

子
育
て
家
庭
が
県
内
の
店
舗
や
施
設

割
引
な
ど
様
々
な
特
典
を
受
け
ら
れ

る
「
さ
ん
さ
ん
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
発

行
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
独
自

で
出
産
祝
い
金
事
業
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
町
も
あ
る
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
県
や
他
市
町

の
取
り
組
み
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
多
子
世
帯
に

対
す
る
支
援
を
人
口
減
少
対
策
の
主

要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
前
向
き

に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

子
供
を
育
て
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
３
人
目
、４
人

目
と
な
れ
ば
、
そ
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
丸

亀
の
将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
「
丸
亀

は
違
う
ぞ
」
と
誇
れ
る
手
厚
い
政
策
を
打
ち
出
せ
な
い
か
。

ゾーン30の路面標示（一例）

Q

丸亀の未来を担う子供たちのために

Q 子
供
に
優
し
い

丸
亀
を
目
指
し
て

「
ゾ
ー
ン
30
」を
取
り
入
れ

安
心
安
全
な
ま
ち
に

「
ゾ
ー
ン
30
」を
取
り
入
れ

安
心
安
全
な
ま
ち
に
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真鍋順穗議員

加藤正員議員

一
　
般
　
質
　
問

Ａ
産
業
文
化
部
長　

国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
監
視
カ
メ

ラ
や
水
位
計
な
ど
管
理
施
設
の
整
備

の
ほ
か
、
監
視
・
管
理
の
た
め
の
研

修
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

土
地
改
良
区
や
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
た
め

池
の
適
正
な
管
理
に
対
す
る
支
援
体

制
の
整
備
や
防
災
対
策
な
ど
の
点
検
、

工
事
計
画
策
定
の
指
導
な
ど
に
当
た

っ
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
補
助
制
度
の
見
直
し

と
し
て
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
た
め
池
に
つ
い
て
も
通
常

の
維
持
管
理
に
加
え
た
さ
ら
な
る
防

災
面
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
制
度
改
正
や
補
助
率
の
か
さ
上

げ
な
ど
を
要
望
し
、
適
正
な
た
め
池

の
管
理
が
継
続
的
に
行
え
る
よ
う
努

力
す
る
。

　

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
案
の
採
決
に
あ
た

り
、
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
は
た
め
池
の
適
正
管
理
が
行
え
る
よ

う
、
資
金
面
、
技
術
面
か
ら
の
援
助
を
実
施
す
る
こ
と
な

ど
を
付
帯
決
議
に
示
し
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
具
体

策
と
本
市
の
補
助
制
度
見
直
し
は
。

教
育
部
長　

計
画
は
、
今
年

秋
ま
で
に
策
定
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
。
計
画
さ
れ
て
い
る
発

掘
調
査
は
、
石
棺
及
び
埋
葬
施
設
３

基
や
、
前
方
部
西
面
、
前
方
部
前
端

部
分
の
墳
丘
形
態
、
構
造
の
確
認
調

査
、
近
世
墓
の
調
査
で
あ
り
、
中
長

期
的
な
観
点
で
の
調
査
研
究
が
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
庁
が
示

す
指
針
に
基
づ
き
10
年
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

地
元
関
係
団
体
は
現
地
を
熟
知
さ

れ
て
お
り
、
保
存
管
理
を
行
う
上
で

か
か
せ
な
い
存
在
。
今
後
は
発
掘
調

査
の
現
地
説
明
会
を
開
催
し
、
調
査

研
究
結
果
な
ど
古
墳
に
関
す
る
情
報

の
発
信
に
努
め
、
今
ま
で
以
上
に
連

携
を
強
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

国
の
指
定
史
跡
で
あ
る
快
天
山
古
墳
。
丸
亀
市
史
跡
快
天
山
古
墳
保

存
整
備
委
員
会
で
保
存
活
用
計
画
を
検
討
中
と
聞
く
が
、そ
の
内
容
と
発

掘
調
査
の
目
的
・
概
要
に
つい
て
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
元
へ
の
説
明
や
「
快
天
山
古
墳
を
守
る
会
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
や
う
た
」
と
の
連
携
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

Ａ

Q

Q

安全安心なため池に

快天山古墳

農
業
用
た
め
池
の

あ
ら
た
な
安
全
管
理
強
化
策

農
業
用
た
め
池
の

あ
ら
た
な
安
全
管
理
強
化
策

快
天
山
古
墳
の

保
存
活
用
計
画
と
は
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小橋清信議員

一
　
般
　
質
　
問

福部正人議員

Ａ
市
長　

平
成
23
年
４
月
の
組

織
改
正
に
お
い
て
社
会
教
育

部
門
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
を
市

長
部
局
に
移
管
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
や
産
業
観
光
部
門
、
健
康

増
進
分
野
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の

人
づ
く
り
や
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

一
方
で
、
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

と
学
校
教
育
が
連
携
す
る
こ
と
、
教

育
委
員
会
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
は
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
教
育
委
員
会
の
各
種
会
議
に
市

長
部
局
の
担
当
課
が
出
席
し
、
よ
り

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
推
進

し
て
い
る
。

　

今
後
、
新
庁
舎
に
向
け
た
機
構
改

革
の
際
に
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
国
、

県
の
施
策
の
方
向
性
な
ど
を
総
合
的

に
考
え
な
が
ら
所
管
の
あ
り
方
を
検

討
し
た
い
。

　
本
市
で
は
家
庭
教
育
や
婦
人
教
育
な
ど
の
社
会
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
行

政
、
文
化
行
政
を
市
長
部
局
が
所
管
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
は
学
校
教
育
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
以
前
の
よ

う
に
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

認
知
症
が
疑
わ
れ
る

人
に
対
し
、
専
門
医
師
や
保

健
師
な
ど
を
構
成
員
と
し
た
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
初
期

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
認
知
症
の
心

配
が
あ
る
人
は
、
ま
ず
は
相
談
窓
口

で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
出

前
講
座
な
ど
を
活
用
し
、
こ
の
支
援

事
業
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
支
援

と
し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
配

付
し
て
お
り
、
身
に
着
け
る
こ
と
で

安
心
の
目
印
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
ス
テ
ッ
カ
ー
に
関
し
て
は
、
検

討
し
た
い
。

　
本
市
で
は
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
に
医
師
な
ど
が
初
期
の
支
援
を

行
う
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
民
へ
の
周
知

が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。も
っ
と
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
店
舗
な
ど
に
貼
る

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
付
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
支

援
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

Ａ

Q

Q

認知症サポーターの証明　オレンジリング

生涯、学習！

社
会
教
育
行
政

所
管
の
あ
り
方
は

認
知
症
へ
の
取
り
組
み

普
及
啓
発
を

認
知
症
へ
の
取
り
組
み

普
及
啓
発
を
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中谷真裕美議員

大西　浩　議員

一
　
般
　
質
　
問

こ
ど
も
未
来
部
長　

無
償
化

に
伴
い
実
費
徴
収
と
な
る
副

食
費
が
現
在
の
保
育
料
を
上
回
る
見

込
み
の
世
帯
は
１
３
５
件
。
負
担
が

増
大
し
な
い
よ
う
に
、
差
額
を
市
と

し
て
補
助
・
減
免
す
る
よ
う
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
無
償
化
に
よ
り
不
要

と
な
る
新
た
な
財
源
は
、
国
の
方
針

も
踏
ま
え
、
子
育
て
支
援
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
保
育
士
確
保

は
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
基

本
的
に
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
使
用

し
た
い
。
私
立
園
保
育
士
の
賃
金
上

乗
せ
補
助
の
増
額
な
ど
、
保
育
士
の

確
保
策
を
検
討
し
た
い
。

　
消
費
税
増
税
に
な
れ
ば
保
育
の
無
償
化
と
な
る
。
無
償
化
自
体
は
歓

迎
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
恩
恵
が
高
所
得
者
に
偏
る
こ
と
や
待
機
児
童
が

解
消
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
課
題
は
多
い
。
そ
こ
で
、
無
償
化
に
伴
う

給
食
費
実
費
徴
収
で
反
対
に
負
担
が
増
え
る
家
庭
が
出
な
い
よ
う
に
市

と
し
て
の
対
応
を
求
め
る
。
ま
た
、
無
償
化
に
よ
り
不
要
と
な
る
財
源

は
か
な
り
大
き
い
。
こ
の
財
源
で
保
育
士
確
保
の
た
め
の

思
い
切
っ
た
給
料
上
乗
せ
を
行
い
、
早
期
に
待
機
児
童
解

消
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ

Ａ
健
康
福
祉
部
長　

①
働
く
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
人
が
相

談
し
や
す
い
よ
う
に
各
種
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

よ
る
若
者
の
就
労
支
援
に
関
す
る
窓

口
が
あ
り
、
多
様
な
支
援
を
提
供
し

て
い
る
。

　

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
拡
充
に
努
め

た
い
。

生
活
環
境
部
長　

②
平
成
29

年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
活
動
の
維
持
が
精
一
杯
で

加
入
促
進
を
図
る
余
裕
が
な
い
状
況

が
伺
え
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
自
治

会
加
入
推
進
員
に
よ
る
未
加
入
世
帯

へ
の
働
き
か
け
や
、
今
年
度
よ
り
設

け
る
自
治
会
活
動
を
応
援
す
る
補
助

制
度
の
活
用
を
促
す
な
ど
、
引
き
続

き
加
入
促
進
に
有
効
な
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

　
①
劣
悪
な
労
働
環
境
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
に
苦
し
み
、
働
く
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
若
者
、
ひ
き
こ
も
り
と
な
っ
た
若
者
に
対
す
る
支
援
の
考

え
は
②
近
年
、
自
治
会
加
入
率
が
低
下
し
て
い
る
。
自
治

会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
見
え
る
課
題

と
そ
れ
に
対
す
る
施
策
を
伺
う
。

Ａ

Q

Q

無理をしていませんか

喫緊の課題となっている保育士の確保

パ
ワ
ハ
ラ
被
害
者
へ
の

支
援
策
は

保
育
無
償
化
に
伴
う
課
題
と

保
育
士
確
保
の
推
進
を

保
育
無
償
化
に
伴
う
課
題
と

保
育
士
確
保
の
推
進
を
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神田泰孝議員

児
童
虐
待
防
止

法
改
正
の
影
響
は

竹田英司議員

一
　
般
　
質
　
問

Ａ
市
長　

石
垣
修
復
工
事
は
石

垣
の
内
部
を
じ
か
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
丸
亀
城
に
対
す
る
興
味

と
愛
着
を
深
め
、
歴
史
を
再
認
識
で

き
る
絶
好
の
機
会
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
あ
わ

せ
、
少
な
く
と
も
年
２
回
は
１
０
０

名
程
度
の
参
加
者
を
募
り
、
現
場
見

学
会
や
、
親
子
で
参
加
で
き
る
石
引

き
や
石
割
体
験
な
ど
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
現
場
見
学
会
や
体
験
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
、
訪
れ
た
方
々
に
復
興

へ
の
安
心
感
や
、
期
待
感
を
抱
い
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
発
信
に
取

り
組
み
た
い
。

　

崩
落
し
た
丸
亀
城
石
垣
の
修
復
工
事
現
場
を
直
接
見
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、
市
民
の
未
来
へ
対
す
る
思
い
を
育
み
、
市
外
の
方
に
丸
亀

城
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
仕
掛
け
に
な
る
。
安
全
性
な
ど
を
考
え
る

と
常
時
見
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、
期
間

や
条
件
を
定
め
て
工
事
現
場
の
見
学
会
を
開
催
し
て
は
ど

う
か
。

Ａ
こ
ど
も
未
来
部
長　

今
回
の

法
改
正
の
主
な
柱
は
３
点
あ

り
、
１
点
目
の
体
罰
の
禁
止
は
親
権

者
が
児
童
の
し
つ
け
に
際
し
て
の
体

罰
や
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
の
懲
戒

を
禁
止
す
る
も
の
。
２
点
目
の
児
童

相
談
所
の
体
制
強
化
は
、
介
入
的
対

応
を
行
う
職
員
と
保
護
者
支
援
を
行

う
職
員
の
機
能
分
化
や
職
員
の
確

保
、
育
成
の
支
援
な
ど
の
措
置
を
構

じ
る
も
の
。
３
点
目
の
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
は
、
関
係
機
関
の
職
員

な
ど
の
守
秘
義
務
を
明
確
化
し
、
警

察
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
な

ど
が
規
定
さ
れ
た
も
の
。

　

今
回
の
法
改
正
は
、
市
町
村
の
虐

待
防
止
体
制
の
変
更
を
求
め
る
も
の

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
改

正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後

も
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
、
児
童
虐
待
な
ど
の
事
案
に
対

応
し
て
い
く
。

　

親
権
者
に
よ
る
体
罰
禁
止
や
児
童
相
談
所
の
機
能
強
化
を
柱
と
す
る

児
童
虐
待
防
止
法
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
案
が
可
決
さ

れ
、
来
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
そ
の
要

点
と
本
市
の
虐
待
防
止
体
制
へ
の
影
響
を
伺
う
。

Q

Q

石垣崩落現場

児童虐待防止ポスター

今
が
仕
掛
け
時

石
垣
復
旧
工
事
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各
委
員
会
の
議
案
審
査
で
は
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

  

委
員
　「
丸
亀
市
火
災
予
防
条
例
」

の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
何
が
変
わ

る
の
か
。

  

消
防
本
部
　
今
回
の
改
正
は
、
住

宅
用
防
火
機
器
の
設
置
免
除
規
定
に

『
住
宅
の
部
分
に
特
定
小
規
模
施
設

用
自
動
火
災
報
知
設
備
を
設
置
し
た

場
合
』
を
追
加
す
る
も
の
だ
が
、
現

在
で
も
消
防
長
特
例
に
よ
り
同
様
の

運
用
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
改
正
の

前
後
で
実
質
的
な
変
更
は
生
じ
な
い
。

  

委
員
　
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン

Ａ Ｑ

総
務
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
38
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
40
号　

行
政
不
服
審
査
法
施

行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
41
号　

市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
44
号　

火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
38
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
39
号　

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
42
号　

災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

化
特
例
、
環
境
性
能
割
の
改
正
は
内

容
が
複
雑
と
感
じ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
市
民
へ
周
知
す
る
の
か
。

  

総
務
部
　
周
知
方
法
と
し
て
は
、
  

委
員
　
来
年
度
、
介
護
保
険
料
が

さ
ら
に
軽
減
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
今
回
の
条
例
改
正
に
は
反
映
さ

れ
な
い
の
か
。

  

健
康
福
祉
部
　
今
回
の
条
例
改
正

は
、
現
時
点
で
の
国
の
法
令
改
正
を

反
映
さ
せ
た
も
の
。
来
年
度
以
降
は

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
改
正
案
を

ＱＱＡ

■グリーン化特例（軽課）による自家用の軽自動車に係る軽減割合

対　　象　　者 年　額段　階
・生活保護受給の方
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の方
・世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の
　合計が80万円以下の方

18,850円第１段階

世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
が80万円を超え120万円以下の方 31,210円第２段階

世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
が120万円を超える方 44,810円第３段階

自動車の燃費性能等 2019年4月から2021年3月
までの間に購入した場合

2021年4月から2023年3月
までの間に購入した場合

電気自動車等 税率を概ね75％軽減
税率を概ね50％軽減

税率を概ね75％軽減
軽減なし
軽減なし税率を概ね25％軽減

2020年度燃費基準＋30％達成車（※）

2020年度燃費基準＋10％達成車（※）

平成31年度　丸亀市の介護保険料【基準額　61,800円（年額）】

　消費税率引上げに配慮し特例が延長
された後、2021年度及び2022年度に

購入する自家用車について、自動車の燃費性能等に応じて、購入した翌年度に課税される軽
自動車税（種別割）の税率を軽減する特例の適用対象が、電気自動車等に限定されます。

グリーン化特例の改正とは・・・

改
正
内
容
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
納

税
通
知
書
に
同
封
し
た
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

今
後
も
分
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め

た
い
。

提
案
す
る
。

  

委
員
　
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
限

度
額
は
い
く
ら
か
。

  

健
康
福
祉
部　

法
令
に
よ
り
限
度

額
は
3
5
0
万
円
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。

Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ

※電気自動車を除き、H30規制からNOx50％低減（★★★★）又はH17規制からNOx75％低減（★★★★）しているものに限る

※今年度改正となる段階のみを抜粋しています。

主
な
質
疑

主
な
質
疑
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委
員
会
審
査・議
会
の
動
き

都
市
環
境
委
員
会

  

委
員　

浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成

は
急
を
要
す
る
事
業
で
あ
る
。
今
年

度
中
に
作
成
と
い
う
説
明
で
あ
っ
た

が
、
少
し
で
も
早
く
作
成
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

  

産
業
文
化
部　

早
期
完
成
を
目
指

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
38
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
45
号　

委
託
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
（
丸
亀
市
城
北
ポ
ン
プ
場
長

寿
命
化
工
事
）

議
案
第
46
号　

総
合
整
備
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
（
香
川
県
丸
亀
市
本
島

し
、
対
応
し
た
い
。

  

委
員　

離
島
情
報
通
信
環
境
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
来
年
４
月
の
サ
ー

ビ
ス
開
始
に
向
け
て
、
契
約
の
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
は
い
つ
か
。

  

生
活
環
境
部　

今
回
の
補
正
が
承

認
と
な
れ
ば
早
急
に
業
者
の
選
定
を

行
い
、
９
月
議
会
に
向
け
、
契
約
の

締
結
を
急
ぎ
た
い
。

  

委
員　

日
本
遺
産
認
定
に
関
す
る

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
「
市
民
球
場
の
大
型

ビ
ジ
ョ
ン
で
来
場
者
に
紹
介
す
る
」

４
月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

各
派
会
長
会

９
日　

各
派
会
長
会

　
　
　
丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会

11
日　

広
報
広
聴
委
員
会

12
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
　

全
員
協
議
会

15
日　

各
派
会
長
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

17
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

22
日　

各
派
会
長
会

24
日　

臨
時
会

５
月

10
日　

各
派
会
長
会

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ｑ

21
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
　

都
市
環
境
委
員
会
協
議
会

　
　
　
丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会

　
　
　

各
派
会
長
会

22
日　

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会
協
議
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
月

３
日　

市
庁
舎
等
整
備
特
別
委
員
会

　
　
　

定
例
会
初
日
（
21
日
ま
で
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

丸
亀
城
復
旧
復
興
委
員
会

６
日　

教
育
民
生
委
員
会

　
　
　

都
市
環
境
委
員
会

７
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
　

総
務
委
員
会

11
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
第
95
回
定

他
市
議
会
の
視
察
受
け
入
れ

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き４

・５
・
６
月

町
辺
地
）

議
案
第
47
号　

総
合
整
備
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
（
香
川
県
丸
亀
市
広
島

町
辺
地
）

「
大
阪
城
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し

タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
」
「
学
校
で
子
供

た
ち
に
伝
え
、
家
庭
に
つ
な
げ
る
」

「
島
や
フ
ェ
リ
ー
の
情
報
を
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
化
し
て
配
布
す
る
」
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て

は
ど
う
か
。

  

生
活
環
境
部　

日
本
遺
産
を
島
し

ょ
部
だ
け
の
も
の
と
せ
ず
、
市
全
体

の
事
柄
と
し
て
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

Ａ

　
　
　
期
総
会

18
日　

各
派
会
長
会

　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

災
害
対
応
講
演
会

26
日　

丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会

　

他
市
の
議
員
、
職
員
が
本
市
の
施
策

を
視
察
し
ま
し
た
。

5
月
8
日　

兵
庫
県
三
田
市
議
会

　
「
丸
亀
市
創
業
支
援
事
業
等
に
つ

　

い
て
」

5
月
9
日　

京
都
府
舞
鶴
市
議
会

　
「
自
主
防
災
に
つ
い
て
」

5
月
13
日　

千
葉
県
我
孫
子
市
議
会

　
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

　

推
進
事
業
に
つ
い
て
」

5
月
14
日　

宮
城
県
石
巻
市
議
会

　
「
ま
る
育
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
」

5
月
15
日　

山
口
県
山
口
市
議
会

　
「
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て
」

5
月
16
日　

三
重
県
伊
勢
市
議
会

　
「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

　

つ
い
て
」

5
月
23
日　
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
議
会

　
「
川
西
地
区
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

　

に
つ
い
て
」

6
月
24
日　
神
奈
川
県
海
老
名
市
議
会

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
」

　
「
老
朽
危
険
空
き
家
除
去
支
援
事

　

業
補
助
金
に
つ
い
て
」

主
な
質
疑
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本
市
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
審
査・調
査
を
行
う
た
め
、

３
つ
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会

市庁舎等整備特別委員会

丸亀城復旧復興特別委員会

市民会館整備特別委員会

特
別
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す

　
市
庁
舎
等
の
整
備
に
関
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
一
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
国
方
　
功
夫
　
○
山
本
　
直
久

岡
田
　
　
剛
　
　
大
西
　
　
浩

川
田
　
匡
文
　
　
真
鍋
　
順
穗

多
田
　
光
廣
　
　
福
部
　
正
人

市
庁
舎
等
整
備
特
別
委
員
会

　
丸
亀
城
の
復
旧
復
興
に
関
す
る
提
言
や
情
報

発
信
に
、
市
民
の
視
点
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
加
藤
　
正
員
　
○
東
　
　
由
美

武
田
　
孝
三
　
　
神
田
　
泰
孝

松
永
　
恭
二
　
　
横
田
　
隼
人

大
前
　
誠
治
　
　
水
本
　
徹
雄

丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会

　
新
市
民
会
館
の
整
備
に
関
し
、
市
の
さ
ら
な

る
文
化
振
興
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◎
委
員
長
　
　
○
副
委
員
長

◎
小
橋
　
清
信
　
○
香
川
　
　
勝

竹
田
　
英
司
　
　
中
谷
真
裕
美

三
宅
　
真
弓
　
　
横
川
　
重
行

松
浦
　
正
武
　
　
片
山
　
圭
之

市
民
会
館
整
備
特
別
委
員
会
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研
　
修
　
報
　
告

　

６
月
21
日
、
総
社
市
議
会
よ
り
加

藤
保
博
議
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、災

害
対
応
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
西
日
本
豪
雨　

そ
の
時
総
社
市

議
会
は
こ
う
動
い
た
」
と
題
し
、
災

害
対
策
本
部
と
の
や
り
と
り
や
議
会

が
自
発
的
に
動
く
こ
と
を
決
め
た
経

緯
な
ど
、
未
曾
有
の
事
態
を
前
向
き

に
乗
り
越
え
た
経
験
を
踏
ま
え
、
議

員
に
必
要
な
心
構
え
な
ど
を
表
情
豊

か
に
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
な
ど
、
被

災
前
か
ら
災
害
に
対
す
る
高
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
総
社
市
。
し
か

し
な
が
ら
、
被
災
当
初
は
議
員
の
誰
も
が
「
ま
さ
か
総
社
が
…
」
と

口
を
揃
え
た
そ
う
で
す
。

　

気
が
つ
け
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
く
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
。
手
当
た
り
次
第
に
土
か
き
を
し
て
走
り
ま
わ
り
、
た
ど
り

着
い
た
の
は
「
こ
れ
で
は
い
か
ん
」
と
い
う
現
実
。
職
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
休
み
な
く
活
動
す
る
中
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
、
自
ら
災
害
対
策
本
部
に
赴
い
た
と
い
う
加
藤
議
長
。

　

そ
の
後
は
支
援
物
資
の
積
み
下
ろ
し

や
仕
分
け
な
ど
議
会
が
担
う
働
き
を
自

主
的
に
見
つ
け
、
本
格
的
に
動
き
始
め

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
自
然
災
害
。
市
議
会
に
お
い
て
も
全

体
の
意
識
を
高
め
、備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

西
日
本
豪
雨　
そ
の
時
総
社
市
議
会
は
こ
う
動
い
た

災
害
対
応
講
演
会
を
開
催

災
害
対
応
講
演
会
を
開
催総社市議会　加藤保博議長

本島

海
で
つ
な
が
る
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島

海
で
つ
な
が
る
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島

日
本
遺
産
に
認
定
！

　
岡
山
県
と
香
川
県
の
間
に
展
開
す
る

【
備
讃
諸
島
】。

　

大
小
無
数
の
島
々
が
織
り
な
す
多
島

海
景
観
。
島
に
は
平
地
が
少
な
く
、
山

肌
か
ら
海
岸
ま
で
至
る
と
こ
ろ
で
巨
石

が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
備
讃
諸
島
の
花
崗
岩
と
石
切

り
技
術
は
、
古
く
か
ら
日
本
の
建
築
文

化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
け

る
近
代
洋
風
建
築
の
象
徴
と
も
い
え
る

日
本
銀
行
本
店
本
館
、
三
井
本
館
、
明

治
生
命
館
。
ま
た
古
く
は
近
世
城
郭
の

石
垣
を
代
表
す
る
大
坂
城
の
石
垣
な

ど
、
日
本
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
建

造
物
が
、
こ
の
備
讃
諸
島
の
石
と
技
術

に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

島
々
に
は
、
４
０
０
年
に
わ
た
っ
て

石
と
共
に
生
き
て
き
た
人
た
ち
の
希
有

な
産
業
文
化
が
息
づ
い
て
お
り
、
今
も

な
お
、
石
に
ま
つ
わ
る
信
仰

や
生
活
文
化
、
芸
能
が
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
20
日
、
丸

亀
市
の
本
島
町
・
広
島
町
、

高
松
市
小
豆
島
町
・
豊
島
、

岡
山
県
笠
岡
市
高
島
・
白
石

島
・
北
木
島
・
大
飛
島
・
真

鍋
島
が
共
同
で
申
請
し
て
い
た
「
石
の

島
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
「
知
っ
て
る
⁉
悠

久
の
時
が
流
れ
る
石
の
島
〜
海
を
越

え
、
日
本
の
礎
を
築
い
た
せ
と
う
ち
備

讃
諸
島
〜
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
と
は
、
日
本
各
地
に
存
在

す
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
、
そ
の

地
域
の
歴
史
的
背
景
に
か
ら
め
た
一
つ

の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
文
化
庁
が

認
定
す
る
も
の
で
す
。
２
０
１
５
年
に

始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
四
国
遍
路
や
井

波
彫
刻
な
ど
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
認
定
の
み
な
ら
ず
、
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
な
ど
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ

ろ
に
溢
れ
て
い
る
瀬
戸
内
の
島
々
。
こ

の
議
会
だ
よ
り
で
も
、
今
後
ぜ
ひ
ご
紹

介
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。



　

今
期
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
人
事

案
件
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▼
公
平
委
員
会
委
員

　

高
松
市　
　
　
　
　

勝
丸　

千
晶

▼
監
査
委
員
（
議
員
選
出
）

　

土
器
町　
　
　
　
　

水
本　

徹
雄

　
　
　
　
　
　

（
旧
）
松
浦　

正
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
本　

徹
雄

←　
　

　
　
　
　
　
　

（
新
）
横
川　

重
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
谷
真
裕
美

人
事
案
件

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
報
告
会
な
ど
議
会

の
広
報
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

　
　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

　

◎
福
部　

正
人　

○
神
田　

泰
孝

　
　

武
田　

孝
三　
　

東　
　

由
美

　
　

大
西　
　

浩　

  　
香
川　
　

勝

　
　

三
宅　

真
弓    　

水
本　

徹
雄

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
の
選
任

◆
全
国
市
議
会
議
長
会

　
《
議
員
在
職
10
年
》　

加
藤　

正
員

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

片
山　

圭
之

　
《
議
員
在
職
15
年
》　

横
田　

隼
人 

　
《
議
員
在
職
20
年
》　

横
川　

重
行

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

松
浦　

正
武

　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
前　

誠
治

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

国
方　

功
夫

永
年
勤
続
９
名
に
表
彰
状
を
伝
達

広
報
広
聴
委
員
会

◆
四
国
市
議
会
議
長
会

　
《
議
員
在
職
16
年
》　

中
谷
真
裕
美

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

山
本　

直
久

　
《
議
員
在
職
20
年
》　

横
川　

重
行

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

松
浦　

正
武

　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
前　

誠
治

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

国
方　

功
夫

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
の
変
更

　

６
月
11
日
、
東
京
都
で
開
か
れ
た

第
95
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
、
並
び
に
、
５
月
23
日
、
高
松
市

で
開
か
れ
た
第
81
回
四
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
各
表
彰

規
定
に
基
づ
き
、
本
市
議
会
よ
り
９

名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
今
期
定
例
会
で
表
彰
状
を
伝
達

し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
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永
年
勤
続
表
彰



　４月９日、市対策本部各分科会から取り組み状況の報告を受けた
後、石垣崩落現場の現状を
確認するため、視察を行い
ました。

　７月７日、市主催「第１回丸亀
城石垣復旧事業報告会」に参加し
ました。

第１回丸亀城石垣復旧事業報告会 石垣亀裂箇所（ゲージ設置）崩落現場の現状を確認

特別委員会活動報告
石垣復旧事業報告会 現 地 視 察

　

昨
年
７
月
・
10
月
の
丸
亀
城
石
垣
崩
落
を
受
け
、
市
議
会
に

設
置
し
た
「
丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
市
に
対
し
早
急
な
復
旧
工
事
に
向
け
て
の
意
見
や
要
望
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ら
な
る
崩
落
を
防
ぐ
た
め
の
応
急
対

策
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
梅
雨
に
入
る
前
の
6
月
13

日
、
工
事
を
完
了
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
崩
落
の
原
因
究
明
、

本
格
復
旧
工
事
へ
と
取
り
か
か

り
ま
す
。
復
旧
に
は
、
約
６
０

０
０
個
の
石
の
積
み
直
し
が
必

要
で
、
２
０
２
３
年
度
末
の
完

成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
復
旧
復
興
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

斜面安定・表面排水処理

７月豪雨・10月台風による崩落

石垣撤去

丸亀城石垣復旧を市民の皆さまと共に
丸亀城復旧復興特別委員会

６
月
13
日
応
急
対
策
工
事
完
了
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丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会

　「ニッカリ青江公開プレミアムウィーク」（６月１日～９日）には全国から「刀剣女子」ら約7,300人が訪
れました。「ニッカリ青江があるから丸亀が好き」「恋人に逢いにきました」という声。丸亀城の新規ファ
ン層獲得にもつながっています。丸亀城石垣復旧に
向けて資料館で開催されたこのイベント。たくさん
の募金が集まりました。ありがとうございました。



「シティズンシップ」
の苗を植えたい！
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「シティズンシップ」
の苗を植えたい！

「シティズンシップ」
の苗を植えたい！

主 権 者

　

市
議
会
の
広
報
広
聴
委
員

会
に
所
属
し
て
間
も
な
く
、丸

亀
高
校
で
の
同
校
生
徒
会
な

ど
の
代
表
メ
ン
バ
ー
と
の
意

見
交
換
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
参
政
権
あ

る
の
に
議
会
の
こ
と
な
ん
も

知
ら
ね
え
じ
ゃ
ん
」。
生
徒

の
意
見
の
中
に
は
、「
家
族

の
団
ら
ん
で
、
政
治
の
話
を

し
た
と
き
に
親
の
考
え
は
参

考
に
し
た
り
す
る
」「
政
策

を
わ
か
り
や
す
く
知
ら
せ
て

ほ
し
い
。
学
校
に
議
会
の
広

報
等
貼
り
だ
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
」。「
ツ
イ
ッ
タ
ー

は
よ
く
見
る
の
で
有
効
で
な

い
か
」
な
ど
、
10
代
の
投
票

率
を
高
め
る
に
は
、
保
護
者

や
市
長
お
よ
び
議
員
の
関
わ

り
が
大
き
な
カ
ギ
を
握
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
体
験
で
き
た
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
（
出
張
サ
ー
ビ
ス
）

型
の
意
見
交
換
会
を
、
今
後

の
議
会
報
告
会
に
活
か
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
長
　

福
部
正
人

編集委員：編集長、市内のいくつかの小学校で
は、田植えの体験をやっているんですね。

編　集　長：うん。ご近所の方々の力を借りて、普
段子どもたちが入ったことのない田ん
ぼの中へ「きゃ～」とか言いながらお
そるおそる入り、きれいに苗を植えて
いる。

編集委員：秋の収穫が楽しみですよね。
編　集　長：この「議会だより」が届くころには、

子どもたちの植えた
苗も青々と成長して
いるだろう。しかし
収穫までには農家の
人たちがたくさんの
手間暇をかけてい
る。子どもたちが育
つのとそれは同じか
も知れない。

編集委員：なるほど。愛情を注ぐことが大事ですね。
編　集　長：そうだね。ところで、春の県議選での

18、19歳の投票率というのがここにある。
編集委員：いきなり、何ですか?
編　集　長：まず見てよ。県全体では19.49％。丸

亀市では15.26％だったとある。
編集委員：深刻ですね。田植えで歓声を上げてい

た子どもたちもほどなく有権者になる
のに、みんな投票に行かないのかなあ。

編　集　長：投票率に一喜一憂するというより、政
治に参加する市民がこんなに少なくて
いいのか、と心配になる。

編集委員：「誰を選んでいいのかわからない」と

か「自分ひとりが行かなくても」とい
うムードもあるようです。

編　集　長：そうだ。情報があふれている世の中だ
けど関心がなければ調べようともしな
い。教育が「政治的中立」を確保しつ
つ、子どもたちに政治参加を身につけ
てもらうことが必要になってきたので
はないかな？

編集委員：「シティズンシップ教育」ですね。
編　集　長：もちろん家庭で、政治が話し合われる環

境も大事だ。その上で、「一票に責任を持
つ」ことを学校で教えることが各地で
始まっている。民主主義というものも、
その「手間暇」をかけないと育たない。

編集委員：この「議会だより」も、それに一役買
えたらいいですね。

編　集　長：そのとおり。シティズンシップ教育で
いちばん重要な役目を持つのは「議会」
そのものだと言える。議会報告会や意
見交換会の開催などで「飛び出す」議
会を目指していきたい。

編集委員：そうか。田んぼの苗も子どもたちも、
私たち議会も成長しなければいけない
んですね！

編　集　長：いいこと言うね。この「編集室」は今
回で完結。次号のこのページには、議
会の各委員会がその「飛び出す」姿を
お目にかける予定だ。

編集委員：お楽しみに！
編　集　長：私たち議会も「大いなる収穫」を目指

そう!!

vol.5・完 

編
集
後
記

て　 ま　ひま

地域の皆さんと　田植え体験


